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サッカーやバスケットボールなどのボールゲー

ムでは、パスやドリブル、シュートといった個

人のボール操作の技術以外にも、ボールを持た

ない動きが重要とされている。このようなボー

ルを持たない動きのなかでも、特に攻撃に関わ

る重要な動きとして考えられているのが「サポ

ート」である。サポートはゴール型ゲームのゲ

ームパフォーマンスにおいては必要不可欠な要

素とされている。もし子どもたちがボールをも

たない動きを習得することができれば、より多

くの子どもたちがサッカーを楽しむことができ

るようになるのではないかと考えられる。その

ためには、サポートの動きを高めるための学習

指導を設定する必要がある。 

そこで本研究では小学校６年生のサッカーの授

業を対象に、サポート学習とサッカーにおける

基礎的な技能を保障することを中心としたサッ

カーの学習指導を行い、それによって児童のゲ

ーム中のサポート能力やゲームにおける基礎的

な技能が高まるかどうかについて分析を行った。

研究の手続きとしては、授業最初に診断的授業

評価を用いて被験者となる児童の実態把握を行

った上で、７時間授業で構成したサッカーの単

元を展開し、形成的授業評価ならびにゲームパ

フォーマンス評価を用いて児童の学習成果を確

認した。そして単元終了後には総括的授業評価

を用いて児童の体育授業に対する態度形成を確

認した。その結果、以下の諸点が明らかになっ

た。 

①単元前後に診断的・総括的授業評価を実施し

た結果、情意目標、認識目標、社会的行動目標

の３観点においては高い評価となった。しかし

運動目標とくに「運動の有能感」や「できる自

信」については評価が低かったことから、サッ

カーにける戦術課題を解決していく上で最低限

必要となる技能を身につけていないままに授業

が実施されてしまうと、サポートの重要性や動

きを理解できたとしても、運動目標という観点

からみれば、児童の運動に対する有能感や自信

を高めることは不可能である。 

②毎時間形成的授業評価を実施した結果、単元

進行にしたがって右肩上がりに評価が高くなっ

ている次元もあれば、そうではない次元も見ら

れる。「成果」次元については、わずかではある

が右肩上がりに評価が高くなってはいるものの、

５時間目には評価が下がってしまっている。こ

の要因は５時間目からタスクゲームによるグリ

ッドパスゲームが4時間目までと比べて難しく

なっているためサッカーに基本的な技能を身に

つけていない児童にとっては成果が出なかった

のではないかと考えられる。 

③ゲームにおける児童のサポートの動きを分析

した結果、５時間目から６時間目のサポート率

の伸びが顕著であった。これは４時間目まで設

定していたサポート能力を高めるためのタスク

ゲームによるグリッドパスゲーム①から、５時

間目からグリッドパスゲーム②へとタスクゲー

ムが変わったことによって、サポートにおける

ポジショニングのイメージがより掴めるように

なり、実際のゲームの中に発揮できるようにな



ったと推察さる。 

④ゲームにおける基礎的な技能の変容を分析し

た結果、パス、トラップの成功率は単元進行に

伴い増加傾向が認められたがシュート成功率に

ついては単元進行と同時に低下している。本研

究では３対３のゲームであることから、ゴール

を小さく設定した。そのためゲーム中に攻撃に

参加しない児童がゴール前に入ってしまうと点

を取ることは児童の技能的にも困難であること

から、このような結果になったのだと考えられ

る。 


